
私の見た逓信省吉田鉄郎の検見川送信所 

ＨＰ「分離派建築博物館」 きくち 

Ⅰ．吉田鉄郎が活動を始めた当時の建築界 

明治末から大正期にかけて、日本の建築デザイン界はそれまでの西洋の歴史様式一辺倒からわが国独自の方向性を探る機運が生

じた。様式性を簡素化した建築が生まれ、さらに吉田の 1 年後輩に当たる帝大生らが立ち上げた大正 9 年の「分離派建築会」は、

歴史様式マンネリズムからの決別と個々の新しい視点による創造性回復を求める運動となった。 

実社会では、官僚主導で国家が必要とする建築物の設計を行う状況は相変わらずであった。吉田鉄郎も卒業後は逓信省に在籍し、

様式建築からシンプルで抽象幾何学的造形を旨として合目的的な近代建築への移行時期に自らのデザインを模索することとなった。 

Ⅱ．逓信省営繕課の概略
５

 

逓信省は、明治政府の「駅逓寮」に端を発し、業務分野を拡大して明治 18 年に逓信省と改称した。 

主に、郵便、電信・電話、官船、灯台とこれらに関連する業務に当たったが、常に発展する先端技術 

を扱う宿命から、無線送信所、電気試験所、放送局、飛行場に関連した施設などにも関与していた。 

当時既に建築を志す若い学生が魅せられるに十分な職場だったと伝えられる。 

Ⅲ．語り継がれる吉田鉄郎の設計姿勢                                     

吉田は日本の近代建築を開拓した模範的な設計者として伝説的に語られる。（特に逓信－郵政の弟 

子筋で記録されている） 「デザインにはトラがある」、「平凡な建物をいっぱい建てよ」などの 

吉田の言葉が伝えられ る
３，４

。 

１、 自己を抑制した地味で謙虚な人柄が設計にも反映された。虚飾を廃した自然に生まれるかたちの清廉さを尊重した。                                  

２、 几帳面で細部に至るまで妥協を許さない執念を持って設計に当たった。（図１）（学生時代から知る逓信省の同僚、山田守とは性

格的には対照的であったが互いに理解し合い尊重し合う仲であった。ちなみに山田は分離派立ち上げに加参するなど行動的で小

さなことに拘らない豪放な人柄と伝えられる。） 

３、北方ヨーロッパ系の建築を好んでいた。（エストベリ作の「ストックホルム市庁舎」に特別の愛着を抱いていた。） 

Ⅳ．検見川無線送信所の建築としての特徴～私見（ＲＣ造地上 2 階建て，工期：Ｔ1３．４～15.3
１

，（ＲＣ建物工期は T13.5～14.5 とする記録も有る
５

） 

１、近代建築への過渡期の建築の特徴を示している。 

ａ．旧来的な特徴：・左右対称性，・中央のシンボリックな搭状部分とエントランス、・3 本一組の縦長窓など様式的な逓信局舎

の標準要素が見られる（図２－左）。 

 ｂ．近代的な特徴：・全く無装飾で平らな外壁、・開口部の形状と配し方に外観デザインの主眼を置いている、・ドイツ表現主義

建築に端を発し分離派の同僚山田守がよく用いた外壁出隅を丸い曲面とする細部の処理や放物線状（パラボラアーチ）状の窓

が用いられた。（図２―右）（先行して山田が岩槻受信所で表現主 

義風な設計を行っており、検見川送信所でも送受信施設の機能と 

デザインを一致させる吉田の配慮が働いたのだろうか？） 

こうした新旧デザインを取り入れうまく一個の建物として統合されて 

おり、これは近代建築の転換期の様相を明快に示す稀有な現存作品 

例ではないかと考えられる。 

２、吉田による日本の近代建築の名作、東京･大阪 両中央郵便局を 

予兆させる建築。 

送信所と同様に平らで無装飾な外壁面にバランス良く窓を配置しデザインする方法は、以後の東京中央郵便局のデザインとも共

通するのではないだろうか。 

３、海外との通信を目的とした無線通信施設として希少かつ、最も古い現存例と推定される。 

1920 年から翌年にかけてワシントンとパリで行われた国際通信予備会議に基づき国際的電波割当獲得を目指した
６

わが国の対

外無線通信施設増強策がとられた時期を基準とすれば、岩槻受信所（1992 年撤去），依佐見送信所(2006 年撤去)，検見川送信

所などが皮切りに建設されており、この頃を通信所建設の開始時期とするならば検見川送信所のみが最後まで残った現存最古の無

線通信所にあたる。少なくとも、戦前期を通して建てられた無線通信所として現存する希少な建物とみられる。（専門家の見解が

待たれる。） 

  
図２：検見川送信所に見られる窓 

  
図１：多様な目地割りの京都中電

話局外装 



 

まとめ 

 逓信省により、いわば戦前当時のハイテク最先端技術の拠点としての役割を担うべく建設された検見川無線送信

所は、デザイン面においても日本の近代建築黎明期にこれを先取りした先鋭的な建築であり、また、作者であり近

代建築の数々の名建築を生み出した逓信省技師吉田鉄郎の初期の建築作品として数少ない現存事例である。 
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吉田鉄郎略年譜 （矢作英雄氏作成年譜から抜粋） 

■1894（M27）富山県、五島家に生まれる。 

■1919(T8）東京帝大建築学科卒業，逓信省営繕課入省 

■1931(S6）東京中央郵便局竣工，多数の局舎設計を行う。大阪中央郵便局

（1939）等 

■1944(S19）逓信省辞職，帰郷 

■1946(S21) 日本大学教授，大手企業で顧問職など歴 任 

■1952(S27) 「日本の建築」著作刊行（学会賞） 

■1956(S31) 逝去 


